
信州大学大学院総合理工学研究科修士論文評価基準 
 
信州大学大学院総合理工学研究科は，以下の基準に拠り，論文審査および口頭試問等を経て，審査委員会が

最終的な評価を決定する。 
 
１．［独創性・意義］ 
研究目的，研究手法あるいは研究成果は，十分な独創性または意義を有するか。また，学術研究が従うべ

き規範を守り，研究者としての研究倫理を身に付けているか。 
 
２．［実験・調査］ 
研究を遂行するために実施した実験・調査は，適切な方法に基づいて行なわれているか。また，その分析

は正確で，結果や解釈が妥当であるか。 
 
３．［関連資料・参考文献］ 
研究を遂行するために利用した関連資料・参考文献について，正確な読解，的確な把握，また妥当な解釈

がなされているか。あるいは客観的に正当な批判や批評が提示されているか。 
 
４．［論証方法・論旨とデータ（資料）の提示方法］  
問題提起から結論にいたる論証方法と論旨は，明解かつ妥当であるか。また実験データ・調査資料の提示

と展開の方法は適切であるか。 
 
５．［表現の的確性］ 
日本語もしくは使用外国語について，語句や学術用語の使用は的確で，文章表現は論理的であるか。 

 
６．［論文の体裁］ 
本文，章立て，注記，関連資料・参考文献からの引用，図表等は，論文構成において，体裁が整っている

か。 
 
７. ［総合的評価］  
当該分野の研究において，総合的に評価して修士論文に価するか。 

 
（ただし書き） 
１）項目２と３の評価基準は，いずれか一方，もしくは両方を採択しうることを示す。 
２）参考図書・論文・史料・統計資料・辞書・地図・インターネット資料その他，参照する全ての資料・図版

等については，「関連資料・参考文献」と表記した。 
３）実験，実地調査，聞き込み調査，情報・資料提供者（インフォーマント）との面談等，実施する全ての研

究作業については，「実験・調査」と表記した。 
４）前項の「実験・調査」によって収集され，分析の対象となるもの全てについては，「実験データ・調査資

料」と表記した。 
 
附 則 
この基準は平成 28年４月１日より施行する。 


